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16.  Abstract 

この報告書では、“帰宅モード”を備えた完全な自律運転車両の家庭内シェアによ

る、各家庭の自動車所有台数低減の可能性に関する分析を提供する。最新の U.S. 
National Household Travel Survey (NHTS)のデータ、「大多数の家庭において運転者間
の車両使用のオーバーラップがほぼない事」は、家庭内で車両をシェアする事によ

り、各家庭の車両所有台数を大きく減らせる可能性を示している。この、所有の低減

とシェアへの移行から各家庭の車両所有台数の 43%低減が最大のシナリオとして仮定
できる。（2.1 台から 1.2 台/家庭）	
 反対に、この移行によって各車両の使用率が
75%増加する。（走行距離 11,661 マイルから 20,406 マイル/年）	
 しかし、実際の運
転者間の車両使用のギャップ、将来の自動運転車両の運用、自律運転車両の許容性、

家庭内における自動車シェアの可能性、等	
 現時点では不明な点もあるため、この調

査の結果は、完全な自律運転車両を所有する事の影響の上限を提供する。 
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